
H A M L E T

撮影：堀川高志

─シェイクスピア「ハムレット」について、杉原さん
の考えを聞かせてください。

シェイクスピア作品の演出は、以前から挑戦した

いと考えていました。そのなかでも「ハムレット」は演

劇の王道ともいえる作品で、人はなぜ生きるのか、

人が生きている社会とは何かということに対して、演

劇的な問いを試みようとしている。それがもっともダ

イレクトに現われていて、ひとつの見方ではつかみ

きれない世界観の大きさを感じます。また、この作

品に挑むことで、なぜ演劇に関わるのか、という自

分自身への問いにも立ち戻る気がします。

今まで「ハムレット」の上演はたくさん鑑賞してきま

した。どの演出も面白いのですが、一方でどこか物

足りない部分がある。〈感動〉できないんです。僕自

身もそうですが、「ハムレット」という作品が名作で

あるがゆえに、どういった解釈が加えられ、どういっ

た演出がなされるのか、ということに観客の意識が

向いてしまっている気がします。そういうある意味で

不健全な状況を打破したいのです。まずは、きちんと

〈物
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語〉を見せる上演にすること、そこからだと思っ

ています。

─やっと翻訳が出来ましたが、その過程でどのよ
うな点を工夫されましたか？

若いエネルギーで駆け抜けていく新しい「ハム

レット」をつくりたいと思っていたので、共に戯曲を

探っていける比較的若い方に新しい翻訳をお願い

できないかと、企画の早い段階から考えていました。

今回翻訳をお願いした桑山智成さんは、テキストだ

けでなく上演形式なども研究されていて、英語劇の

演出経験もお持ちなので、様々な角度から意見が

聞けると思いお願いしました。また今回翻訳してい

ただいた“Q1”というバージョンは、3種類ある「ハム

レット」のテキストのなかでも最も古いもので、上演

機会もほとんどありません。それがどのように翻訳さ

れるかも楽しみでした。

「ハムレット」のテキストは韻文と散文が混在して

いるのですが、桑山さんの翻訳は、韻文の箇所はで

きる限り言葉をコンパクトにして日本語のリズムをと

ても意識しています。一見すると言葉足らずのように

も思えたのですが、そこが逆に面白いと思いました。

ひとつの言葉が含むイメージが多層的になるので、

これまで以上に俳優が言葉を発することにこだわっ

ていける気がしたのです。過剰に分かりやすくした

ものが受け入れられ、考えることの面白さが敬遠さ

れる現代ですが、この戯曲が本来持っている詩劇と

しての魅力と美しさ、言葉から考えていくことの面白

さを示せるといいですね。

─今までと異なる新作「ハムレット」への意気込み
を聞かせてください。

僕が今までKUNIOで演出した作品の多くは、どちら

かと言うと一般的にはマイナーなものでした。こういっ

た作品を、観客が楽しめるものにするというアプロー

チで演出を行ってきたと思います。しかし「ハムレット」

は誰もが知っている作品なので、おのずとアプローチ

方法も変わってくる。演出家として新たな挑戦になるの

で、今から非常に楽しみです。また4都市での公演で、

作品がどう変わっていくか、どう変わらないかというこ

ともとても楽しみです。

この公演を見てくださる方に、「演劇って、古典って、

面白くてカッコいい！」って思ってもらえたら最高に嬉し

いですね。

１年間のオーディションやワークショップを経て、今年7月ついに本番を
迎える「ハムレット」。全国４ヶ所、1か月にわたる公演は、京都芸術セン
ターにとって新たな試みです。ベテランと若手俳優の共演によって描き
だされる物語を、劇場でぜひ体感して下さい！　

岩村空太郎（アート・コーディネーター）

杉原邦生 （すぎはら くにお）
演出家、舞台美術家。神奈川県茅ケ崎育ち。EXILEファンクラブ“EX	
FAMILY”会員。京都造形芸術大学映像・舞台芸術学科在籍中より、演
出・舞台美術を中心に活動。人を喰ったような生意気さとポップなバラン
ス感覚を兼ね備えた演出が特長。2004年、自身が様 な々作品を演出す
る場として、プロデュース公演カンパニー“KUNIO”を立ち上げる。
“木ノ下歌舞伎”には2006年より企画員として参加、『義経千本桜（「椎の
木」「小金吾討死」「鮓屋」）』、『黒塚』、『東海道四谷怪談-通し上演-』などを演
出。また、こまばアゴラ劇場が主催する舞台芸術フェスティバル〈サミッ
ト〉ディレクターに2008年より2年間就任、2010年から3年間は、KYOTO	
EXPERIMENTフリンジ企画のコンセプトを務めるなど、持ち前の「お祭好
き」精神で活動の幅を広げている。

PROFILE

KAC Performing Arts Program 2014 / 
Contemporary Theater
杉原邦生演出 KUNIO11 「ハムレット」
日時：	7月3日（木）18:30☆、5日（土）13:00／18:30
	 7月6日（日）14:00★◎、7日（月）18:30

☆プレビュー公演	★アフタートークあり
◎託児サービス有（1,000円）

演出・美術：杉原邦生
翻訳：	桑山智成
出演：	内田淳子、鍛治直人（文学座）、菊沢将憲、箱田

暁史（てがみ座）、福原冠	ほか
会場：	講堂
料金：	一般前売3,500円／当日4,000円
	 25歳以下前売3,000円／当日3,500円
	 プレビュー：2,800円（前売・当日共）
	 	 ※プレビュー公演は7月3日のみ

豊橋公演／7月12日（土）、13日（日）
会場：穂の国とよはし芸術劇場PLAT	アートスペース

札幌公演／7月24日（木）	会場：札幌市教育文化会館
東京公演／8月1日（金）－3日（日）	会場：あうるすぽっと
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KAC Performing Arts Program 2014 / Contemporary Theater

杉原邦生 演出
KUNIO11 ハムレット
京都芸術センターでは演劇事業として演出家や俳優の育成、京都での上演機会の拡充などに取り組んできました。

そして2012年度より「KAC Performing Arts Program」を開始し、舞台芸術の創作・発表へのさまざまな取り組みからその可能性に挑戦しています。

2014年度は、演出家・杉原邦生を取り上げ、穂の国とよはし芸術劇場PLAT、札幌市教育文化会館、

あうるすぽっとと連携し、新作「ハムレット」を創作・上演します。

2013年度よりオーディションやワークショップを開催してきた「ハムレット」。稽古開始を目前に控えた杉原邦生にインタビューを行いました。

撮影：清水俊洋

KUNIO09	『エンジェルス・イン・アメリカ』
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各種イベント申込方法 （別途記載のあるもの、共催事業、制作支援事業は除く）
催し名・住所・氏名・電話番号を添えて、ウェブサイト申込フォーム、
TEL、FAXで事前にお申込ください。チケット窓口でも受け付けます。

※　印の公演は、京都芸術センター友の会のご招待券・ご優待割引対象公演です
　（制作支援事業は京都芸術センターチケット窓口取扱公演のみご優待。共催事業はご優待対象外）
　その他、友の会特典詳細についてはウェブサイトをご覧ください
※各種学生料金は要証明書呈示

展覧会

新incubation6  堀尾貞治×冬木遼太郎
『Making Sense Out of Nonsense』
会期：	5月17日（土）－6月29日（日）
	 10:00－20:00	※会期中無休・入場無料
会場：	ギャラリー北・南

［関連企画］

トーク・セッション
「関口君と松田君、僕の絵とかどう思う？」
冬木遼太郎×関口正浩（画家）×松田啓佑（画家）

日時：	6月1日（日）13:30－15:00
会場：	ミーティングルーム2

堀尾貞治パフォーマンス
日時：	6月7日（土）17:00－18:00
会場：	ギャラリー北周辺

アーティスト・トーク 堀尾貞治×冬木遼太郎
日時：	6月7日（土）18:15－20:00
会場：	ギャラリー北

※関連企画はすべて入場無料（事前申込不要）

京都いけばなプレゼンテーション2014
『水もの～水辺の草花をいける  花会』　
会期：	6月6日（金）－8日（日）10:00－20:00
	 	 ※会期中無休・入場無料
会場：	大広間、講堂、フリースペース
出品者：34流派67名

［関連企画］

いけばな体験－〈いけばなの日 お稽古はじめ〉
日時：	6月6日（金）19:00
	 7日（土）14:00
	 8日（日）14:00
会場：ミーティングルーム2
参加料：500円
定員：	各回20名（要事前申込／先着順）
※5月23日（金）より受付

アーティスト・トーク（華道家による解説）　
日時：	6月6日（金）－8日（日）11:00－12:00
	 	 ※参加無料・事前申込不要
集合：	大広間
主催：	京都市、公益財団法人京都市芸術文化協会
協力：	京都いけばな協会

アーティスト・トーク
アラヤー・ラートチャムルーンスック×アピチャッポン
京都芸術センター×京都市立芸術大学アーティ
スト・イン・レジデンスプログラムで招聘された
アラヤー（映像作家）が、京都でのリサーチをア
ピチャッポン（映画監督）との対談形式で報告。
日時：	6月14日（土）13:00－15:00
会場：	フリースペース
	 	 ※入場無料（事前申込不要）
※Topic02（P4）もご覧ください

展覧会ドラフト2015   公開プレゼンテーション
書類選考（1次審査）を通過した候補者による公開プ
レゼンテーション（2次審査）を開催します。	
日時：	6月14日（土）16:00－18:00
会場：	フリースペース
	 	 ※入場無料（事前申込不要）
審査員：河本信治（PARASOPHIA:	京都国際現代芸術祭

2015アーティスティック・ディレクター）

伝統

伝統芸能ことはじめ
「名作から知る伝統芸能の楽しみ方」
第2回 「梶原平三誉石切」
日時：	6月14日（土）14:00－15:30　

会場：	大広間
講師：	小林昌廣（情報科学芸術大学院大学教授）
料金：	無料
定員：	100名（要事前申込／先着順）

五感で感じる和の文化事業
月イチ☆古典芸能シリーズ
第12回 「喜世留文化を知る」
月に一度は古典芸能に触れ楽しもうという企画。6
月は、歌舞伎や落語、浄瑠璃などで役柄の性格や
心情を表す「喜世留（きせる）」に着目します。
日時：	6月15日（日）15:00－16:30
会場：	和室「明倫」
講師：	谷川清三（谷川清次郎商店9代目店主）
料金：	無料
定員：	30名（要事前申込／先着順）

音楽

KAC Performing Arts Program 2014 / Music
若手作曲家シリーズ1 原 摩利彦

『FOR A SILENT SPACE』
原摩利彦によるピアノ・弦楽・エレクトロニクスを織り
交ぜた室内楽曲新作上演。
日時：	6月14日（土）開場18:30	開演19:00
会場：	講堂
料金：	一般前売2,000円／当日2,500円
	 学生1,500円（前売・当日共）
出演：	イガキアキコ（ヴァイオリン）、小峰航一（ヴィ

オラ）、上森祥平（チェロ）、原摩利彦（ピアノ・
コンピューター）

※Topic03（P4）もご覧ください

明倫レコード倶楽部 ［番外編］ 
「骨董レコードを聴く（1）エンリコ・カルーソー」
日時：	6月15日（日）14:00－16:00
会場：	ミーティングルーム2
講師：	亀村正章
曲目：	カーン「アヴェ・マリア」ほか
料金：	無料
定員：50名（要事前申込／先着順）

演劇

KAC Performing Arts Program 2014 /
Contemporary Theater Program
演劇計画Ⅱ －戯曲創作－ 「Read in Progress」
2015年の新作上演に向けて、執筆途中の長編戯曲
の一部をドラマリーディング形式で発表。
Vol.4 柳沼昭徳
日時：	6月24日（火）19:00－21:00
会場：	フリースペース
出演：	桑折現、阪本麻紀	ほか
ゲスト：岡田利規（劇団「チェルフィッチュ」主宰）、
	 森山直人（演劇批評家／京都造形芸術大学舞台

芸術学科教授）	ほか
料金：	無料（要事前申込／先着順）
定員：	80名

KAC Performing Arts Program 2014 /
Contemporary Theater
杉原邦生演出 KUNIO11 「ハムレット」
日時：	7月3日（木）、5日（土）－7日（月）
※料金等、詳細はTopic01（P1）をご覧ください

明倫ワークショップ

京都芸術センター制作室で創作活動を行うアー
ティストによるワークショップ（参加無料）

山田珠実
「骨を意識したストレッチとダンスの動き」
ストレッチやヨガポーズからシンプルなダンスに繋
げていきます。
日時：	6月1日（日）13:30－15:00
会場：	制作室5
定員：	7名	※動きやすい服装でご参加ください

砂連尾理 「家から生まれたストレッチ」
ヨガと合気道のミックスストレッチ。
日時：	6月2日（月）14:00－16:00
会場：	制作室7
定員：	10名	※動きやすい服装でご参加ください	

セレノグラフィカ
「身体のリサーチ&振り付けにチャレンジ！」
ゆったり身体を伸ばし、ペアになった人とお互い
に振り付け合います。
日時：	6月7日（土）10:30－12:30
会場：	制作室9
定員：	15名
対象：	身体表現に興味のある方
※タオル持参。動きやすい服装でご参加ください

畠中光享
ワークショップ
日本画絵具で静物画を描きます。
日時：	6月8日（日）14:00－16:00
会場：	制作室8
定員：	10名
オープンアトリエ
日時：	6月14日（土）、15日（日）11:00－16:00
会場：	制作室8

てんこもり堂 「シェイクスピアを旅する」
歴史劇『ヘンリー五世』のセリフを声に出して読み
あげます。
日時：	6月21日（土）14:00－18:00
会場：	制作室3
定員：	8名
対象：	シェイクスピアに少しでも興味のある方
※動きやすい服装でご参加ください

中村眞喜子 オープンスタジオ
日時：	6月29日（日）13:00－17:00
会場：	制作室1（入退場自由）

Monochrome Circus
『HUSAIS』 プレワークショップ
『HUSAIS』（ユザイス）の振付を体験してもらいます。
日時：	7月1日（火）19:00－21:00
会場：	制作室6
定員：	10名
対象：	ダンサー、役者、身体表現に興味がある方
※動きやすい服装でご参加ください

発表支援事業（共催事業）

あごうさとし演劇公演
「純粋言語を巡る物語―バベルの塔Ⅰ―」
日時：	5月30日（金）－6月1日（日）★
	 	 ★アフタートークあり
	 	 ※時間は後日WEBにて発表
会場：	フリースペース
料金：	前売500円／当日800円
主催：あごうさとし
問合せ：ARTCABINET
　TEL：080-2407-6320
　E-mail：agopassage@gmail.com
　WEB：http://www.agosatoshi.com

ペトロフ・ピアノコンサート
～ピアノトリオの夕べ～
日時：	6月2日（月）開場18:30	開演19:00
会場：	講堂
出演：	ベルトラン・クリック（ヴァイオリン）、加藤京子

（クラリネット）、マグダレーナ・ズック（ピアノ）
料金：	1,500円（前売・当日共）
主催・問合せ：ペトロフの会、明倫自治連合会
　TEL：075-221-3340
　FAX：075-231-0727（小島）

砂原悟  ローズ・ピアノ  ソロコンサート
藤枝守の「植物文様」や初期のピアノ作品をロー
ズ・ピアノで演奏。	
日時：	6月3日（火）開場18:30	開演19:00	
会場：	講堂	
料金：	一般前売3,000円／当日3,500円
	 学生1,500円（前売・当日共）

主催・問合せ：	マイルストーンアートワークス
　TEL：090-3295-6912
　E-mail：info@milestone-art.com
　WEB：http://www.milestone-art.com

現代邦楽作品展 vol.6
17絃箏が独奏楽器として確立されてきた経緯の解
説とともに現代邦楽の名曲を演奏します。
日時：	6月4日（水）開場18:30	開演19:00
会場：	大広間
出演：	中川佳代子（箏）ほか
料金：	前売2,000円／当日2,500円	
主催・問合せ：中川佳代子	箏・三絃研究室	
　TEL：075-394-5012
　E-mail：kayoko_kotokoto@ybb.ne.jp

はつ恋 ―ヨゼフィーナとドヴォジャーク
ペトロフが奏でる愛の詩―
ドヴォジャークの歌曲集『愛の歌』に込められた愛
の真実を描き出す音楽劇。
日時：	6月10日（火）開場18:30	開演19:00
会場：	講堂
出演：	大塚真弓（ソプラノ）、河合珠江（ピアノ）、
	 栗塚旭（語り）
料金：	前売3,000円／当日3,500円
主催・問合せ：ボヘミア・ミュージック・ソサエティ
　TEL：090-3721-9878

京都こども能楽囃子教室
日時：	6月14日（土）17:30－18:50（笛・小鼓教室）

18:50－20:10（大鼓・太鼓教室）
会場：	ミーティングルーム2、和室「明倫」
対象：	小学１年生～中学3年生
料金：	1,000円（開催日の3日前までに申込）
主催：一般社団法人京都能楽囃子方同明会
　E-mail：kyoshitsu@noh-doumeikai.com

連日連夜白雪姫
連日連夜変化する白雪姫。コミュニティダンスの新
境地を踏み出す。
日時：	6月18日（水）－20日（金）	15:00／19:00

21日（土）	14:00／15:00／18:00／19:00
22日（日）	14:00／15:00／16:00

会場：	和室「明倫」
料金：	1回500円、フリーパス1,000円
主催・問合せ：Kyoto	Dance	Exchange
　E-mail：kdeyoyaku@yahoo.co.jp
　WEB：http://kdedance.web.fc2.com/

よね吉・正邦ふたり会  第三回 「笑えない会」
笑えるはずの落語と狂言、あえて「笑えない演目」
で真剣勝負！	
日時：	6月21日（土）開場14:30	開演15:00
会場：	講堂
出演：	桂よね吉、茂山正邦	ほか
演目：落語「中村仲蔵」、狂言「連歌盗人」
料金：	前売3,000円／当日3,500円
主催・問合せ：よね吉・正邦ふたり会	
　TEL：075-221-8371（茂山狂言会事務局）
　E-mail：lotus1@mbox.kyoto-inet.or.jp		

ボヴェ太郎 舞踊公演
『縹渺の露－能《野宮》－』
舞踊家ボヴェ太郎による能楽師との共演作品。
日時：6月22日（日）開場18:30	開演19:00
会場：	大広間
出演：ボヴェ太郎、杉信太朗、曽和尚靖、
	 吉浪壽晃、田茂井廣道
料金：	一般3,000円／学生2,000円（前売・当日共）
主催：Taro	BOVE	Dance	Performance
　E-mail：offi	ce@tarobove.com		
　WEB：http://tarobove.com/reservation/nonomiya/

滅びゆく伝統芸能
「絶滅危惧種講釈の修羅場読み」
激しい戦いの場面を、張り扇を叩き読みあげる「修
羅場読み」をお楽しみいただけます。
日時：6月25日（水）	19:00－20:30
会場：	和室「明倫」
出演：	旭堂南湖（講談師）
料金：	前売2,000円／当日2,500円
主催・問合せ：旭堂南湖
　TEL：06-6963-2845		
　E-mail：nanko@bc5.so-net.ne.jp
　WEB：http://www003.upp.so-net.ne.jp/nanko/

大人と子どもの日本舞踊体験教室
日本舞踊の手の使い方や足の運び方を体験！
日時：6月29日（日）14:00－16:00

※2015年1月11日（日）に発表会を予定
会場：	和室「明倫」
講師：	藤蔭静樹（藤蔭流）
料金：	500円（茶菓・テープ付）
持ち物：着物、足袋

定員：20名（先着順）
※開催日の１週間前締切
主催・問合せ：京のたぬき囃子実行委員会
　TEL：075-221-4258　
　E-mail：taiken_entry@fujikage.jp

制作支援事業

竹ち代毬也×椿や小梅 『ずしずしのずし！』
ダンサーと美術作家のコラボレーション。
日時：	5月27日（火）開場19:00	開演19:30
会場：	UrBANGUILD（京都市中京区）
料金：	前売1,000円／当日1,400円（1ドリンクオーダー）
主催・問合せ：UrBANGUILD
　E-mail：urbanguild@w7.dion.ne.jp

努力クラブ8 『魔王城』
日時：	6月5日（木）19:00◎

6日（金）19:00
7日（土）14:00／19:00
8日（日）14:00／19:00
9日（月）14:00

※◎のステージは初日値引
会場：	アトリエ劇研（京都市左京区）
料金：	一般前売1,800円／当日2,000円
	 25歳以下前売1,500円／当日1,800円
	 高校生以下無料
問合せ：努力クラブ
　TEL：070-6547-9680（ツキジ）
　E-mail：doryokukurabu@yahoo.co.jp
　WEB：http://www.geocities.jp/doryokukurabu/

『Dance Fanfare Kyoto 02』
日時：	6月3日（火）－8日（日）
会場：	元・立誠小学校（京都市中京区）、UrBANGUILD
※詳細はウェブサイトをご覧ください
問合せ：Dance	Fanfare	Kyoto実行委員会
　E-mail：contact@dancefanfarekyoto.info
　WEB：http://dancefanfarekyoto.info/

デ・6 『もう、これからは何も』
日時：	6月12日（木）19:00
	 13日（金）19:00
	 14日（土）14:00／19:00
	 15日（日）14:00／19:00
	 16日（月）14:00
会場：	アトリエ劇研	
料金：	2,000円（前売・当日共）
主催・問合せ：デ
　E-mail：dedede.info@gmail.com

山田珠美 『カワウソと恋愛』
日時：	6月14日（土）	19:00
	 15日（日）	16:00
	 20日（金）	19:00
会場：	西陣ファクトリーGarden（京都市上京区）
料金：	前売2,000円／当日2,300円
主催・問合せ：星と蹄
　TEL：070-6638-5287（山田）
　E-mail：hoshitohizume@gmail.com

schatzkammer×双子の未亡人
schatzkammer project 「HOUSE 02」
2つのカンパニーが作品を創作する「HOUSE」
Projectの第2弾。
日時：	6月20日（金）19:30
	 21日（土）14:00／19:00
	 22日（日）14:00
会場：	アトリエ劇研
料金：	前売2,800円／当日3,000円
	 小学生割引1,500円（14:00の回のみ）
	 	 ※未就学児童の入場はお断りします
主催・問合せ：schatzkammer
　E-mail：info@schatz-kammer.com
　TEL：090-5045-9137（おおやぶ）

アガチコ舎 『CROSS～女人禁制』
京都を中心に活動するダンサーや俳優によるパ
フォーマンス。
日時：	6月28日（土）、29日（日）
	 開場18:30	開演19:00（両日共）
会場：	trace（京都市下京区）
料金：	前売2,000円／当日2,500円
	 (1ドリンクオーダー)
問合せ：アガチコ舎
　TEL：090-1355-9360
　E-mail：sukimono999@gmail.com
　WEB：http://agachico.blogspot.jp/

わざゼミ2014 染織講座
「自分で染める自分で織る」
植物染めから織りの技法まで幅広く学ぶ集中
ワークショップ。
期間：	講座・実技研修	8月4日（月）－9月15日（月・

祝）
	 自主研修	9月16日（火）－10月19日（土）
会場：	ワークショップルーム1・2
定員：	8名程度（応募者多数の場合は選考あり）
対象：	染織に興味があり、継続して創作を続け

たいと考える方。初心者可。
受講料：一般45,000円、25歳以下35,000円

（材料費は別途実費負担。糸代・小道具等
10,000円程度）

応募締切：6月30日（月）〔必着〕

京都市芸術文化特別奨励制度
平成27年度奨励者の募集
京都の芸術文化の振興を図ることを目的に、こ
れから大きくはばたこうとする若い芸術家たち
を奨励します（奨励金300万円）。
※詳細は募集案内、申請書をご覧ください
締切：7月31日（木）〔必着〕

問合せ先／申請先：
○京都市文化市民局文化芸術企画課
　特別奨励制度担当
TEL：075-366-0033
http://www.city.kyoto.lg.jp/bunshi/
page/0000164969.html

○京都芸術センター　特別奨励制度係

夏休み芸術体験教室参加者募集
小中学生や高校生が芸術に触れることのできる
教室を開催します。
内容：邦楽（箏・尺八）、邦舞、能楽1（仕舞）、
	 能楽2（笛・小鼓・大鼓・太鼓）
期間：7月24日（木）－8月17日（日）	発表会含む
※その他詳細は募集要項、ウェブサイトをご覧ください
締切：6月25日（水）〔消印有効〕

アーティスト・イン・レジデンス2015
ビジュアル・アーツ部門募集
滞在期間：2015年4月－2016年3月（3ヶ月以内）
※その他詳細は募集要項、ウェブサイトをご覧ください
締切：6月30日（月）〔必着〕

トラディショナル・シアター・トレーニング
2014（T.T.T.）受講生募集
期間：7月18日（金）－8月8日（金）
※その他詳細は募集要項、ウェブサイトをご覧ください
締切：	6月30日（月）〔必着〕

募集要項および応募用紙は、同センターにて
配布中。ウェブサイトからもダウンロード可。
応募方法：応募用紙に必要事項を記入の上、
必要書類とともに京都芸術センターまで送付
または持参（持参の場合は締切日の20時まで）

申請者相談会
申請をお考えの方、制度の趣旨をお知り
になりたい方の個別の相談に応じます。
日時：6月21日（土）15:00－18:00
会場：フリースペース
※事前申込不要（受付は17:30まで）

第321回 市民寄席
日時：	7月17日（木）
	 開場	18:30	開演	19:00
会場：	講堂
出演・演目：露の眞「寿限無」

笑福亭遊喬「試し酒」
桂塩鯛「遊山舟」
桂春之輔「子はかすがい」
（出演順）

料金：	前売1,500円／当日1,800円
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京都

店、高島屋京都店、チケットぴあ（P
コード：436-812）

第234回 市民狂言会
日時：	6月6日（金）
	 開場	18:30	開演	19:00
会場：	京都観世会館（左京区）
演目：	入間川、酢薑、通圓、茶壷
出演：	茂山千五郎、七五三、千三郎ほか
料金：	前売2,500円／当日3,000円

第235回 市民狂言会
日時：8月20日（水）
	 開場	13:30	開演	14:00
会場：	京都観世会館（左京区）
演目：	二人袴、しびり、居杭、隠狸
出演：	茂山千五郎、七五三、あきらほか
料金：	高校生以下500円（前売・当日共）
	 前売2,500円／当日3,000円
チケット発売日：6月7日（土）
チケット取扱：京都芸術センター、大丸京都店、高

島屋京都店、京都観世会館、チケットぴあ
（Pコード：〔第234回〕435-881、〔第235回〕437-421）
※団体券2,200円（20人以上）は京都芸術セ
ンターにて取扱

※チケットぴあで取扱いのチケットは、電話、
ぴあ窓口、コンビニエンスストア（セブン・イレ
ブン、サークルＫサンクス）の専用端末などから
ご利用いただけます

	 WEB：http://t.pia.co.jp
　TEL：0570-02-9999

※その他のチケット窓口取扱公演：主催事業および　印の共催事業・制作支援事業
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とはいえ、「KYOTOGRAPHIE」がそもそも写真に特化した

国際展でもある以上、上述したような被写体としての「Our	

Environments」とは別の観点からこのテーマに取り組むこと

もできたのではないか。それは、写された「環境」と私たち観

客を媒介する写真という位相である。というのも、写真は私

たちと外的世界を媒介する文字通りのメディウム＝媒質だか

らであり、それを介してこそ私たちは時間的／空間的に遠く

離れた世界と関係を取り結ぶことができるからである。しか

し、本展における展示構成やキャプションでは、もっぱら写真

の形式的な審美性と被写体の情報ばかりが強調されており、

こうした写真のメディウム性はあまり省みられていなかったよ

うに思われる＊2。ここでいう写真のメディウム性とは、世界を

ストレートに記録する透明なメディウムとしての写真ではない

し、写真のメディウム固有性でもない。そうではなく、私たち

と外的世界を写真が媒介するその動的なプロセス、私たち

が環境と関係を取り結ぶ条件としての写真の媒介性である。

こうした写真のメディウム性を鑑みることによってこそ、「Our	

Environments──私たちを取り巻く環境」というテーマを他

ならぬ写真の問題として引き受けることができたのではない

だろうか。

STAR☆JACKS 『じんない』
4月25日（金）－29日（火） 

HEP HALL （大阪市）

吉本秀純

今年も小さな劇場を中心にいろいろ足を運んでいるけれ

ど、４月も終わりというのに、これはと思える舞台になかな

か出会えない。見逃した中に良いものがあったかもしれな

いが、玉石混淆から玉を選び出す嗅覚が衰えてきたかと思

うと、それはそれで辛い。そういうわけで、今回は普段あま

り見ない系統のお芝居にも手を伸ばしてみた。自分が客席

にいることなど想像さえしなかった「エンターテイメント時代

劇」。これが案外面白かった。

劇団名はSTAR☆JACKS、作品名は『じんない』。台本はか

つて立身出世劇場に在籍した浜口望海、演出は殺陣師でも

あるドヰタイジ。題名の「じんない」は、講談や時代小説にも

登場する三甚内、すなわち高坂甚内・鳶沢甚内・庄司甚内の

三人を指す。かつて稀代の盗賊として名を馳せた三人が、開

業前夜の吉原遊郭で10年ぶりに出くわす。遊女を侍らせ豪

遊する高坂、古着屋に姿を変えて目明かし稼業の鳶沢。庄司

は置屋の用心棒になっている。一方、将軍徳川秀忠は新陰

流の柳生宗矩と共謀、忍者風魔小太郎らを使って吉原殲滅

に打って出る。この対立が物語に緊張をもたらし推進力とな

る。他に行き場のない者たちの牙城吉原を守り抜くため、三

甚内は侠客として闘うことになる。

こうした主筋に、高坂と羅生門河岸の遊女おたねとの悲

恋、庄司とその許嫁明日葉および廓随一の遊女まとい太夫

との三角関係など、色里に似つかわしい花も添えられる。ま

た、“オネエ系”遊女菊之丞の道化的な役どころ、剣豪ながら

少し間の抜けた柳生兵庫助の言動は客席を大いに沸かせ、

まあとにかく、殺陣あり恋あり笑いあり、濡れ場もあれば殺

し場もある、可愛さと色っぽさを足して二で割ったような遊女

ダンスもあって、これでもかと見せ場を用意している。

HEP	HALLの小さな空間に回り舞台を持ち込み、客席の

通路も花道に仕立てる。何者だと問われれば『白波五人男』

のような名乗りの連ね、そして二階建ての舞台装置を活かし

た立体的でスピード感ある殺陣。歴史上の人物を用いなが

ら自由奔放な筋立て、まさしく歌舞伎や新国劇以来の剣劇を

彷彿させる作品である。

ただ不満がないわけではない。不満は期待の裏返しでも

ある。物語のスケールの大きさを考えれば、よく2時間にまと

め上げたと感心するが、それでも折角の素材を生かし切れて

いない。とくに台本上女性の心理描写が薄く、遊女のクドキ

の一つでもあればと思う。殺陣はよく行き届いて迫力がある

が、舞台が狭く窮屈な印象も残った。最後に、エンターテイメ

ント時代劇を標榜するにしても、もっと現代的問題と切り結

ぶような観点もほしい。そうでなければ新たに時代劇を作る

意義が薄らぐのではないだろうか。 （27日12時観劇）

まさき	よしかつ／演劇研究・批評●新感線が舞台化していますが、かつ
て隆慶一郎の『吉原御免状』が話題になりました。それはさておき最近自
分の好みが変わりつつあるように思います。２月松竹座の道頓堀喜劇祭
り、４月の文楽『菅原伝授手習鑑』は良かったです。

「エンターテイメント時代劇」
への期待

演劇

正木喜勝

関西圏の公演•展覧会について、
若手レビュアーが月替りで執筆します。

E V E N T  C A L E N D A R　6 / 1 ▲ 6 / 30

図書室休室日：6月30日（月）

今年で第2回を迎えた京都国際写真フェスティバル

「KYOTOGRAPHIE」は独特な美意識に貫かれている。本展

で会場に選択された場所の多くは歴史性に満ちた高遠な建

築物であり、そこに様々な写真が抑制の効いた精粋で静謐

な演出によって展示される。言ってしまえば非常に「ハイソ」

で「オシャレ」なのである。昨年開催された第1回では、こう

した展示会場の選択を通じて、京都に暮らす者にとっての

日常とは明確に区別された「京都」を積極的に描きだそうと

していた。いわば、観客／観光客が京都に向ける〈観光の

まなざし〉を積極的に内面化し、彼／彼女らが期待する「京

都っぽさ」を前面に押し出していたのである＊1。第2回である

今回でもその姿勢は基本的に変わらない。とはいえ、今回の

「KYOTOGRAPHIE」では前回とは異なり統一的なテーマが

設けられていた。それゆえ、前回のように「京都っぽさ」ばか

りが前面化していたわけではない。

そのテーマとは、「Our	Environments─私たちを取り

巻く環境」、すなわち、私たちが諸々の「環境」といかなる関

係を取り結んでいるのかを写真を通して考察するというもの

であった。実際、今回の出展作品が写しだしていたのは多様

で豊かな「Our	Environments」であった。家族や故郷（瀧澤

明子）、ガラスを扱う職人の腕（アンヌ・ドゥ・ヴァンディエール）、人

間と関わりの深い動物（ティム・フラック）、世界各地の都市（西

野壮平）、都市の中の自然（M	«	Le	magazine	du	Monde	»）、日本

各地の原子力発電所（広川泰士）、環境問題や紛争（スタンリー・

グリーン）、火星の地表（グザビエ・バラル＋高谷史郎）といったよう

に、多様でありながらも主題的な一貫性に基づいた作品選

択が行われていたのである。

はやしだ	あらた／大学非常勤講師●KYOTOGRAPHIEを見て回ってい
ると、多くの人が京都の町を写真に撮っていました。作品として会場に
展示されるものだけでなく、こうしたものもまた写真なのですよね。あた
りまえのことですが。

作品としての写真、
メディウムとしての写真

美術

KYOTOGRAPHIE 国際写真フェスティバル 2014
4月19日（土）－5月11日（日）

京都市内 15会場

林田新

19	August	1993	Mihama	Fukui	Pref.		©Taishi	Hirokawa

「ビールとわたがしが混ざったような音楽を奏でる三人バ

ンドfromオーサカ環状線」。短い公式プロフィールにおいて、

自らの音楽性をこう形容する白い汽笛は、2010年にギター＆

ボーカル、ベース、オルガン＆ウクレレのトリオで活動を開始

し、昨年には関西インディーズを代表するneco眠る、	オシリ

ペンペンズ、DODDODOが共同で運営する自主レーベルの

“こんがりおんがく”から初のアルバム『私たちの街』を発表。

続いて、東京のシンガーソングライターoono	yuukiとのスプ

リットによる7インチのアナログ盤「oono	yuuki	hawaii-Gado	

Gado	Djakarta／白い汽笛-風邪をひいた」をリリースし、そ

の発売記念ツアーを大阪・神戸・京都・名古屋・東京で行った。	

京都公演では、まず一番手に京都を拠点にオルタナ

ティヴなバンドのdOPPOを率いて活動し、先日に解散ツ

アーを終えた中心メンバーの橋本和樹（vo＆g）がKazuki	

Hashimoto	and	The	this	town名義でのソロで登場。後半

にはエレキ・ギターとのデュオも交えつつ、弾き語りで新た

な境地を聞かせた。続くDODDODOはエレクトロニクス／

打ち込みの機材を手もとで操りながらのソロで、ダンサブル

かつ無国籍な音世界へ。デジタル・クンビア風のビートや、

竹のガムランのようなミニマルな打楽器演奏の断片、アフ

ロ・エレクトロ風の電子音などが飛び交う独創的なトラック

と、80年代の日本のニューウェイヴの個性的な女性ボーカリ

ストたちを思い出させる歌が同居したサウンドは、以前から

内包していた多種多様なエレメントをより深化した形で示し

ていて圧巻だった。	

そして、変化に富んだギター・ワークと歌で才気にあふれ

た弾き語りを聴かせたoono	yuukiを経て、トリを務めた白

い汽笛はトランペット、サックス、ギター、ドラムを加えたセ

プテット（7人編成）で登場。もともとトリオだけでの演奏でも、

はっぴいえんどやキセルなどを思わせる詩情豊かな歌とギ

ターに、暖かみのあるアナログな音色が心地よいレトロな

ロック・ステディ（レゲエの原型）調のオルガン、広い音域を自

由に動くベースが加わって多彩なニュアンスを感じさせる彼

らだが、セプテット編成ではその魅力がより明快に。トラン

ペットが加わったインスト曲ではバート・バカラックが60年代

に手掛けた愛らしい映画音楽を彷佛させたり、neco眠るや

SAKEROCKなどにも通じるジャパニーズ・エキゾチカな旋律

がより浮き立ったりなど。後半には、ファンクっぽいベースラ

インを軸としたダンサブルな楽曲も聴かせ、今後のさらなる

白い汽笛の音の広がりも予感させた。	

「一人暮らし」「労働」といった曲名にも象徴的なように、仕事

終わりにビールでも飲みながらふと口ずさみたくなるような日

常的な視点に根ざしたリアリティと、フォーキーだけど“フォー

ク”ではない洒脱さや音楽的ユーモアが絶妙に同居した白い

汽笛が奏でる音楽。今後は、大阪在住の映画監督・西尾孔志

の新作のサントラも手掛けるとのことで、彼らが奏でる「私た

ちの街のフォークロア」のさらなる広がりに注目しておきたい。

音楽

撮影：筆者

大阪発のトリオが奏でる、 
“私たちの街のフォークロア” 

白い汽笛 ライブツアー
4月28日（月）

UrBANGUILD（京都市）

＊1	第1回の「KYOTOGRAPHIE」と〈観光のまなざし〉については、拙稿
「KYOTOGRAPHIEにおける〈まなざし〉の諸相」（http://www.ameet.
jp/feature/feature_20130429/）を参照のこと。

＊2	紙幅の都合上、詳細に検討することはできないが、西野壮平やグザ
ビエ・バラル＋高谷史郎などの展示では、メディウム性が顕わになっ
ていたことを付記しておく。

撮影：漆原美代（miyography）

よしもと	ひですみ／大阪在住の音楽ライター●僭越ながら私自身の監
修によるアフロ・ポップ～アフリカ音楽のディスク・ガイド本が、5月末か
ら6月にかけてシンコー・ミュージックMOOKより発刊予定です。

次の皆様方に会員としてご協力いただいています。心より御
礼申し上げます。（50音順・敬称略）

友の会

《団体・法人会員》 アサヒカルピスビバレッジ株式会社京都支
店、学校法人大和学園、京都商工会議所女性会、京都中央
信用金庫、公立大学法人京都市立芸術大学、国際ソロプチミ
スト京都、D:box建築設計事務所（7件）

《個人・学生会員》 浅井俊行、石田洋也、尾江榮三郎、加藤明
子、熊谷壽美子、神保泰宏、菅井節子、中濱美夜子、野口久
楽、廣瀬ちづる、藤田瑞穂、前田剛、宮永東山、村上良子、山
田明子、由里啓子、吉村光弘（26件）

協賛会

《団体・法人会員》	株式会社ザ・パレスサイドホテル、株式会社
トーセ、株式会社フジマック京都営業所、京都信用金庫、大松株
式会社、常盤ステンレス工業株式会社、吉忠株式会社（7件）

2014年5月1日現在（一部非公表）

京都芸術センターは新しい芸術振興の拠点として、2000年4
月に誕生しました。以来、伝統芸術と現代アート、芸術と学術、
芸術と産業等の諸ジャンルが交差し、新しいかたちの芸術が生
まれる場となるため、様々な試みを行ってきました。芸術文化
の情報を収集・発信し、また国内外の芸術家と市民が交流する
場となる事業も展開しています。
このような事業をさらに拡充するためには、みなさまのご理解

とご協力は欠かすことができません。みなさまからお寄せいた
だいた会費・協賛金は、京都芸術センターの活動をより魅力の
あるものとするために活用させていただきます。京都の新しい
文化芸術をそだてるサポーターとして、ぜひご入会ください。

※申込方法等、詳細は京都芸術センターウェブサイトをご覧ください

京都芸術センター
友の会・協賛会からのお知らせ

［共催］はつ恋	—ヨゼフィーナとドヴォジャーク
ペトロフが奏でる愛の詩—

［明倫WS］畠中光享
オープンアトリエ

［共催］砂原悟
ローズ・ピアノ	ソロコンサート

［共催］現代邦楽作品展	vol.6 ［共催］京都こども能楽囃子教室

［共催］よね吉・正邦ふたり会
第三回	「笑えない会」

［共催］滅びゆく伝統芸能
「絶滅危惧種講釈の修羅場読み」

［共催］大人と子どもの日本舞踊体験教室

［共催］ボヴェ太郎	舞踊公演
『縹渺の露－能《野宮》－』

［共催］連日連夜白雪姫

新incubation6	堀尾貞治×冬木遼太郎
『Making	Sense	Out	of	Nonsense』	（5/17－6/29）

新incubation6	［関連企画］	トーク・セッション
「関口君と松田君、僕の絵とかどう思う？」	冬木遼太郎×関口正浩（画家）×松田啓佑（画家）

［明倫WS］山田珠実
「骨を意識したストレッチとダンスの動き」

［共催］あごうさとし演劇公演
「純粋言語を巡る物語—バベルの塔Ⅰ—」	（5/30－6/1）

［共催］ペトロフ・ピアノコンサート
～ピアノトリオの夕べ～

［明倫WS］砂連尾理
「家から生まれたストレッチ」

［明倫WS］セレノグラフィカ
「身体のリサーチ&振り付けにチャレンジ！」

［明倫WS］畠中光享	ワークショップ

［明倫WS］	てんこもり堂
「シェイクスピアを旅する」

［明倫WS］	中村眞喜子	オープンスタジオ

新incubation6	［関連企画］	堀尾貞治パフォーマンス

京都芸術センター×京都市立芸術大学	アーティスト・イン・レジデンス2014
アーティスト・トーク	アラヤー・ラートチャムルーンスック×アピチャッポン

展覧会ドラフト2015	公開プレゼンテーション

伝統芸能ことはじめ	「名作から知る伝統芸能の楽しみ方」
第2回	「梶原平三誉石切」

五感で感じる和の文化事業	月イチ☆古典芸能シリーズ
第12回「喜世留文化を知る」

若手作曲家シリーズ1	原	摩利彦	『FOR	A	SILENT	SPACE』

明倫レコード倶楽部	［番外編］	
「骨董レコードを聴く（1）エンリコ・カルーソー」

演劇計画Ⅱ	－戯曲創作－	「Read	in	Progress」	Vol.4	柳沼昭徳

新incubation6	［関連企画］	アーティスト・トーク
堀尾貞治×冬木遼太郎

京都いけばなプレゼンテーション2014
『水もの～水辺の草花をいける		花会』
京都いけばなプレゼンテーション2014	［関連企画］
いけばな体験－〈いけばなの日	お稽古はじめ〉
京都いけばなプレゼンテーション2014	［関連企画］
アーティスト・トーク

sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat sun mon tue wed thu fri sat sun
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29
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海外のみならず日本の他都市での展示経験も豊富なアラヤーですが、京都での滞在制作は初めて。今回は主にリサーチに集中し、タイに戻って
から作品制作に取りかかるとのこと。彼女独自のリサーチの手法や過程、その提示の仕方を共有しながら、京都を再発見できるのが楽しみです。

西尾咲子（アート・コーディネーター）

原さんの音楽は「電子音楽」にジャンル分けされることもありますが、いわゆる電子音が前面に出てくることはありません。ポストデジタル世代
の新しい音楽は、鑑賞する際にも何か新しい「聴く」モードが必要なのかもしれません。 古川真宏（アート・コーディネーター）

顔になじませていくような普通のメイクとは違い、まさに絵の具を塗っているよう
なダイナミックな化粧でした。今回の企画は、化粧という現代にも通じる文化を
違った角度から見るきっかけにもなりました。 古川真宏（アート・コーディネーター）

京都芸術センター×京都市立芸術大学
アーティスト・イン・レジデンス プログラム2014
招聘作家：アラヤー・ラートチャムルーンスック
滞在期間：5月16日（金）－6月15日（日）

［関連企画］
アーティスト・トーク  アラヤー×アピチャッポン
日時：	6月14日（土）13:00－15:00
会場：	フリースペース
料金：	無料（事前申込不要）

アラヤー・ラートチャムルーンスック特別授業
日時：5月21日（水）17:30－19:00
会場：京都市立芸術大学 大学会館交流室
講師：	アラヤ―・ラートチャムルーンスック
	 小山田徹（京都市立芸術大学美術研究科彫刻専攻 教授）
料金：	無料（事前申込不要）
問合せ：京都市立芸術大学
　TEL：075-334-2220　E-mail：intl-r@kcua.ac.jp

※イベント情報（P2）もご覧ください

若手作曲家シリーズ１  原 摩利彦
『FOR A SILENT SPACE』
日時：	6月14日（日）開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
料金：	一般前売2,000円／当日2,500円
	 学生1,500円（前売・当日共）
出演：	イガキアキコ（ヴァイオリン）、小峰航一（ヴィオラ）、

上森祥平（チェロ）、原摩利彦（ピアノ・コンピューター）
曲目：『弦楽三重奏』、『OLIVE』（ヴィオラ独奏）、

『Stanza』（チェロ独奏） ほか
※イベント情報（P2）もご覧ください

若手作曲家シリーズ２  安野太郎
新作ゾンビ音楽 『死の舞踏』
ゾンビ音楽とは、ゾンビと呼ばれる自動演奏機器を用

いて楽器を演奏する音楽プロジェクト。今回は新しい
楽器を加えてゾンビ音楽の新しい次元を開きます。
日時：	11月9日（日）開場18:30 開演19:00
会場：	講堂
出演：	安野太郎 ほか
※詳細は後日ウェブサイトにて発表

若手作曲家シリーズ３  増田真結×山口茜
モノオペラ 『ひとでなしの恋』
江戸川乱歩原作の奇妙な愛を描いた短編小説が、増
田真結の作曲と、山口茜の脚本・演出によって悲哀の
モノオペラとして立ち上がります。
日時：	12月20日（土）開場17:30 開演18:00
会場：	講堂
出演：	中川佳代子（邦楽器）、中村圭介（ピアノ）、上中あ

さみ（マリンバ） ほか
※詳細は後日ウェブサイトにて発表
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京都芸術センター×京都市立芸術大学
アーティスト・イン・レジデンス プログラム2014

KAC Performing Arts Program 2014 / Music
若手作曲家シリーズ 1　原 摩利彦

2014年4月11日（金）  和室「明倫」

アラヤー・ラートチャムルーンスック FOR A SILENT SPACE

今年度最初のレジデント・アーティストとして、

5月半ばから6月半ばまでの約1カ月間、ア

ラヤー・ラートチャムルーンスックを迎えます。

アラヤーは、タイの古都チェンマイを拠点とする

映像・写真作家。東南アジアを代表するアーティス

トとして、世界各地の芸術祭や企画展に参加して

きました。個人的な日常体験に動機づけられた作

品は、突飛なシーンを実現しており、女性、死、個

人のアイデンティティといった多様で深遠な解釈

を誘います。代表作の《授業》（2005）では、横たわ

る身元不明の遺体に対し、死について講義する様

子を撮影。《ふたつの惑星》（2008）では、近所の村

人たちを集めて、西欧の複製された名画を前に、

自由に会話させた様子を記録しました。

今回の滞在中に行うリサーチの様子は、アー

ティスト・トークで公開します。同じくタイ出身の

映画監督であるアピチャッポン・ウィーラセタクン

と対談する予定です。

なお、今年度に海外から迎えるレジデント・

アーティストは、アラヤーに加えて次の5名を予

定。Allison Orr（ダンス、米国）、Jay Kochel（美術、

オーストラリア）、Inbal Oshman（ダンス、イスラエ

ル）、MART（美術、アイルランド）。各地域の今の芸

術文化を、アーティストの表現を通して垣間見る

ことができる機会となるでしょう。

若手作曲家シリーズの第1回目は、京都を拠点

に活躍する音楽家・原摩利彦の公演です。本

公演のタイトルが「FOR A SILENT SPACE（静謐な

空間のために）」なのは、原の音楽活動における一貫

したテーマが「静寂の中の強さ」であることに由来し

ています。原は、ポップスから現代音楽、舞台・映画

音楽、サウンドインスタレーションまで幅広く手掛け

ていますが、ある音楽観が彼の楽曲全体を貫いて

います。それは、「消えてなくならない静けさ」のな

かにこそ音楽の強度が表れてくるという哲学です。

たとえば、旋律よりも和音の響き、発信源から発せ

られた音そのものよりも残響、音の振動ではなく震

え、音色というよりも音の質感に原はこだわってきま

した。このような音楽観は、特定のジャンルに限定

されないサウンドクリエイターとしてのキャリアのな

かで育まれてきた原独自の感性でもあります。

2005年の初アルバムと同じ「FOR A SILENT 

SPACE」というタイトルが本公演にもつけられている

のは、彼の音楽家としての再出発の意図が込められ

ているからだといいます。コンピューターを用いて楽

曲を制作する際には、モニタースピーカーやヘッドホ

ンで音を聴きながら随時修正を加え、作曲と演奏を

今回は、日本舞踊で化粧を専門とする顔師の和田恵一氏を招き、

化粧の実演を交えながら話していただきました。古典の演目で

は役柄によって顔が決まっていますが、関東の古典的な化粧に対して、

西日本ではより「いま風」の化粧が好まれるのだそうです。「いま風」の

華やかな顔立ちにするために、関西では白粉を塗った上にさらに濃い

白粉を塗り重ねる「上がけ」の工程を加えます。さらに、関東よりも赤み

が強い眉毛を描き、目張りを強調した華やかな顔立ちにするとのこと。

一般的な女形の顔だけでなく、芸妓の正装である3本足の襟足や、早

変わりの際の「鏡獅子」の隈取りなども披露しました。

近年の和田氏は、芸妓だけではなく新舞踊の演者や海外の方にも

化粧を施すことがあるようです。しかし、顔師という職能は一般にはま

だあまり知られておらず、顔師の手による化粧を意識することもほとん

どありません。そのため今回の企画は、顔師の活動を知るとても貴重

な体験の場だったと、参加者から声が寄せられました。顔師の仕事を

知ったうえで舞踊を鑑賞することで、芸能に対する理解を深めることが

できればうれしく思います。

同時に行うことになりますが、原は今回、演奏される

空間を意識しながら譜面を書き、それを演奏者に託し

ます。原の書き下ろし楽曲を演奏するのは、アコース

ティックユニット「たゆたう」のヴァイオリニストのイガキ

アキコ、京都市交響楽団の首席ヴィオラ奏者である

小峰航一、国際的に活躍するチェリストの上森祥平と

いった錚 た々る面 で々す。原はそれぞれの弦楽器のソ

ロや三重奏曲に、エレクトロニクスを駆使したサウンド

デザインを施します。9年を隔てて原点回帰した「FOR 

A SILENT SPACE」では、これまでに原が培ってきた

音楽性の広がりが存分に発揮されることでしょう。

アラヤー・ラートチャムルーンスック 《ふたつの惑星》 2008

アラヤー・ラートチャムルーンスック
Araya Rasdjarmrearnsook
チェンマイ在住の映像・写真作家。バンコクのシラパコーン大学グラ
フィックアーツ専攻修士課程修了。「ドクメンタ13」（2012）や「シドニー・ビ
エンナーレ」（2010）、『アジアの亡霊』（サンフランシスコアジア美術館、2012）
など、世界各地の芸術祭や企画展に出品。日本での展覧会は『風穴：
もうひとつのコンセプチュアリズム、アジアから』（国立国際美術館、大阪、
2011）、『熱 ！々東南アジアの現代美術』（横浜美術館、神奈川、2013）など。

PROFILE

原 摩利彦 （はら まりひこ）
音楽家。京都大学教育学部
卒業、同大学院教育学研究
科修士課程中退。2014年元
日放送のNHK-FM「坂本龍一ニューイヤー・スペシャル」に坂本
龍一との即興セッションにて出演。映画『コロンボス』、舞台『二
重の影』、資生堂『資生堂書体「美と、あそびま書。」』CMなどの
音楽を担当。ダムタイプ高谷史郎プロジェクトメンバーとしてパ
フォーマンス作品『CHROMA』（2012）やインスタレーション『火星 
未知なる地表』（2014）などのサウンドを担当。その他、ボーカル
柳本奈都子とのユニット「rimacona」、「Marihiko Hara & Polar 
M」としても活動。

PROFILE

和田恵一  （わだ けいいち）  
顔師。和田化粧所属。祖父の代より顔師を営む家に生まれ、大学卒業後、父に弟
子入り現在に至る。都をどり、祇園をどり、時代祭等はじめ、西日本中心に活動中。

PROFILE

五感で感じる和の文化事業

第10回 「顔師を知る」
報告

眉を描く和田恵一

京都芸術センターでは、京都での創作やリサーチを望む芸術家、芸術分野の研究者を受け入れるアーティスト・イン・レジデン
スプログラムを実施しています。アーティストや研究者が京都に滞在し、異なる文化に触れ、町や人との出会いから刺激を受
けながら、新しい芸術表現を生み出す機会を提供しています。2000年の開設から毎年実施している公募プログラムのほか
に、2011年からは京都市立芸術大学と連携して国際的に活躍するアーティストを対象とした招聘プログラムも行っています。

京都芸術センターが主催する音楽事業KAC Performing Arts Program / Musicでは、センターの講堂や教室など小学
校の面影を残す独特な空間を効果的に用い、音楽ホールよりも身近で濃密な音楽体験の場をつくり出すことを目指して
きました。今年度は、京都の音楽シーンをさらに盛り上げるべく3人の若手作曲家に焦点を当てます。

五感で感じる和の文化事業は、京都の貴重な伝統文化を発信し将来に継承する拠点施設と
なる「国立京都伝統芸能文化センター（仮称）」の実現を目指して、試作的に取り組んでいる
ソフト事業です。その一環として京都芸術センターでは、月に一度、古典芸能を様々な切り
口から紹介する「月イチ☆古典芸能シリーズ」を開催しています。古典芸能にあまり詳しくな
い人でもすでに慣れ親しんでいる人でも幅広く楽しめるよう、多彩な講師による「五感で感じ
る」レクチャーやツアーなどを企画しています。

月イチ☆古典芸能シリーズ

KAC Performing Arts Program 2014 / Music
年間プログラム

撮影：神藤剛

交通案内
○市営地下鉄烏丸線「四条」駅／
阪急京都線「烏丸」駅22番出口・24番出口より徒歩5分。

○市バス「四条烏丸」下車、徒歩５分。

開館時間
○ギャラリー・図書室・情報コーナー・
談話室・チケット窓口　　　　　………… 10:00－20:00

○カフェ………………………………………………… 10:00－21:30
○制作室、事務室… ……………………………… 10:00－22:00

休 館 日
12月28日から1月4日
＊設備点検のため臨時休館することがあります。

〒604-8156
京都市中京区室町通蛸薬師下る山伏山町546-2
TEL：075-213-1000　FAX：075-213-1004
E-mail：info@kac.or.jp　URL：http://www.kac.or.jp/
　  twitter：@Kyoto_artcenter
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